
一
　
は
じ
め
に
　「
物
語
を
読
み
深
め
る
言
語
活
動
の
充

実
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究

　
私
た
ち
は
し
ば
し
ば
文
学
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
、
登
場
人
物
に
心
を
寄
せ
る
。

紀
元
前
に
記
さ
れ
た
史
書
か
ら
現
代
の
電
子
書
籍
に
い
た
る
ま
で
、
文
学
は
時

代
を
経
て
心
を
育
み
、
生
き
方
を
揺
さ
ぶ
る
。
そ
の
文
学
を
と
も
に
語
り
合
う

仲
間
が
い
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
互
い
に
他
者
や
自
分
自
身
と
会
話
し
、
文
学

を
自
分
の
実
体
験
と
し
、
よ
り
多
様
な
価
値
観
に
基
づ
い
た
確
か
な
読
み
に
た

ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
大
阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
池
田
校
舎
は
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、

海
外
か
ら
の
留
学
生
も
含
め
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、

生
徒
は
、
教
科
学
習
、
学
校
行
事
、
交
流
活
動
等
を
通
じ
て
問
題
提
起
、
解
決

策
の
提
案
、
実
行
と
い
っ
た
問
題
探
求
活
動
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

本
校
は
附
属
小
中
高
学
校
が
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
相
互
乗
り
入
れ
授
業
や
連

携
授
業
、
研
究
授
業
の
機
会
が
多
く
、
意
外
な
発
見
や
思
い
が
け
な
い
価
値
観

と
遭
遇
し
、
良
い
刺
激
と
し
て
い
る
。
今
回
の
授
業
を
行
っ
た
五
十
七
期
生
は
、

本
校
初
め
て
の
マ
レ
ー
シ
ア
海
外
修
学
旅
行
を
実
施
し
、
ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト

政
策
に
つ
い
て
マ
ラ
ヤ
大
学
学
生
と
半
年
に
渡
る
意
見
交
流
会
の
機
会
を
得
た
。

生
徒
は
、「
違
い
を
た
だ
『
違
う
』
か
ら
正
し
く
な
い
と
捕
ら
え
る
の
で
な
く
、

ま
ず
『
違
う
』
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
、
知
っ
た
と
き
、

ど
の
よ
う
な
違
い
に
も
対
応
で
き
る
力
が
必
要
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　
本
校
小
中
高
附
属
学
校
園
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
「
自
立
し
協
同
す

る
力
を
育
む
教
育
～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
基
盤
と
し
て
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
対
話
か
ら
会
話
へ
、
言
語
活
動
を
念
頭
に
し
た
小
中
高
連
携
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
ん
な
中
、
平
成
二
十
四
年
度
、
教
室
内
外
と
の
話

し
合
い
活
動
を
通
し
て
物
語
読
解
を
行
っ
た
。
高
校
一
年
生
古
文
は
、
説
話
、

随
筆
と
い
っ
た
短
文
教
材
や
、
用
言
・
助
動
詞
・
敬
語
の
文
法
学
習
を
終
え
た

ば
か
り
で
、
語
彙
や
歴
史
文
化
と
い
っ
た
背
景
に
関
す
る
知
識
は
長
文
読
解
に

足
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
生
徒
達
は
既
習
の
知
識
に
よ
り
、
問
題
点
を

見
い
だ
し
答
え
を
導
き
出
そ
う
と
意
欲
に
富
む
姿
勢
を
み
せ
て
き
た
。

　
高
校
生
は
自
己
の
将
来
を
具
体
的
に
設
定
し
始
め
、
自
分
の
知
識
が
社
会
と
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ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
自
分
の
人
生
を
社
会
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
模

索
の
最
中
で
も
あ
る
。
実
経
験
に
満
ち
る
と
き
人
生
は
豊
か
な
も
の
と
な
り
、

若
者
た
ち
が
積
極
的
に
自
己
を
生
き
る
行
為
と
な
る
。「
読
む
こ
と
」
が
彼
ら
の

実
体
験
と
な
り
、
確
か
な
知
識
に
支
え
ら
れ
た
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
、
仲
間

と
共
に
問
題
を
探
求
し
、
理
解
を
深
め
、
未
来
に
対
す
る
責
任
を
担
う
人
間
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
古
典
に
お
け
る
本
単
元
を
設
定
し
た
。

二
　
単
元
教
材
の
取
り
上
げ
方

　
平
成
二
十
三
・
二
十
四
年
度
、
高
校
一
年
生
で
『
木
曾
の
最
期
』
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
生
徒
達
は
班
ご
と
に
「
武
士
道
精
神
」「
恥
の
文
化
」
と

い
っ
た
主
題
を
掲
げ
、「
正
確
な
読
解
に
基
づ
く
問
題
発
見
と
提
案
の
た
め
の
図

書
館
ワ
ー
ク
」
を
行
い
、
次
に
「
各
班
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
」、

教
師
に
よ
る
補
足
説
明
を
行
っ
た
後
、
問
題
探
求
等
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取

り
組
ん
だ
。（【
そ
の
１
】【
そ
の
２
】【
そ
の
３
】）

　
そ
の
後
、「
最
も
共
感
す
る
登
場
人
物
の
生
き
方
」
に
つ
い
て
小
論
文
を
作
成
。

一
年
生
計
　
名
（
男
子
　
名
・
女
子
　
名
）
が
選
ん
だ
登
場
人
物
は
、「
木
曾
義

１６４

７６

８８

仲
　
　
名
（
男
子
　
名
・
女
子
　
名
）、「
今
井
四
郎
兼
平
　
　
名
（
男
子
　

５９

２８

３１

５３

２４

名
・
女
子
　
名
）」、「
巴
　
　
名
（
男
子
３
名
・
女
子
　
名
）
等
で
あ
っ
た
。
最

１９

３１

２８

後
の
合
戦
を
見
せ
て
東
国
へ
去
る
「
巴
」
の
姿
は
、
思
い
が
け
ず
多
く
の
女
子

生
徒
か
ら
「
潔
い
」「
か
っ
こ
い
」
と
支
持
さ
れ
た
。
さ
ら
に
『
項
王
の
最
期
』

に
登
場
し
、
恋
人
で
あ
る
項
羽
と
と
も
に
漢
詩
を
詠
い
、
最
後
の
合
戦
前
に
命

を
絶
っ
た
「
虞
」
が
、「
巴
」
と
比
較
し
取
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
、「
巴
」
へ
の

共
感
を
中
心
に
、
物
語
の
人
物
像
を
教
室
内
外
で
話
し
合
っ
た
。

　
そ
の
際
、
平
成
二
十
四
年
度
本
校
に
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
情
報
機
器
・
遠

隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
大
学
と
連
携
し
、「
文
学
部
大
学
院
生
・
情
報
科
留

学
生
（
中
国
）
を
交
え
て
登
場
人
物
に
関
す
る
意
見
交
流
」
を
行
い
、
異
な
る

意
見
を
持
つ
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
言
語
活
動
を
物
語
読
解
に
取
り
入
れ
、

最
後
に
、
振
り
返
り
と
評
価
を
行
っ
た
。（【
そ
の
４
】【
そ
の
５
】）

【
そ
の
１
】
登
場
人
物
達
そ
れ
ぞ
れ
の
「
規
範
と
な
る
『
最
後
』」
に
対
す
る
不

条
理
を
読
み
取
る

─
登
場
人
物
の
言
語
活
動
「
断
定
の
助
動
詞
『
な
り
』
で
示
さ
れ
る

理
想
の
人
間
像
」─

　
登
場
人
物
が
「
主
語
…
な
り
（
断
定
の
助
動
詞
）。」
の
形
で
語
っ
て
い
る
箇

所
に
着
目
し
、「
お
の
れ
（
女
）」「
我
（
男
）」「
弓
矢
取
り
」
に
と
っ
て
目
指
す

べ
き
「
最
期
」
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
己
の
存
在
を
一
般
化
す
る
「
断
定

の
助
動
詞
」
に
よ
っ
て
死
に
様
が
規
範
化
さ
れ
、「
断
定
の
美
学
」・「
断
定
に
よ

る
運
命
選
択
」
が
決
定
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
読
み
と
る
。

　
さ
ら
に
、
己
の
生
き
方
を
断
定
的
に
語
り
つ
つ
も
義
仲
、
兼
平
、
巴
そ
れ
ぞ

れ
当
時
の
規
範
か
ら
は
ず
れ
る
生
き
方
を
抜
き
出
し
、
三
者
三
様
の
生
き
様
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
う
。

　［
本
文
例
］

　
○
義
仲
　「
お
の
れ
は
、
疾
う
疾
う
、
女
な
れ
ば
い
づ
ち
へ
も
行
け
。
我
は
討

ち
死
に
せ
ん
と
思
ふ
な
り
。」

　
○
兼
平
　「
弓
矢
取
り
は
年
ご
ろ
日
ご
ろ
い
か
な
る
高
名
候
へ
ど
も
、
最
後
の

時
不
覚
し
つ
れ
ば
長
き
傷
に
て
候
ふ
な
り
。」

（
資
料
①
）

─　　─３７０



【
そ
の
２
】
登
場
人
物
達
そ
れ
ぞ
れ
の
「『
最
後
』
に
対
す
る
覚
悟
」
を
読
み
取

る─
登
場
人
物
の
言
語
活
動
「
意
識
的
推
移
の
助
動
詞
『
て
け
り
』・
自

然
的
推
移
の
助
動
詞
『
に
け
り
』」
の
使
い
分
け
─

　
幼
い
頃
木
曾
の
山
中
で
と
も
に
育
っ
た
「
巴
」「
木
曾
義
仲
」「
今
井
四
郎
兼

平
」
の
三
人
が
と
も
に
粟
津
で
「
最
後
（
の
い
く
さ
）」
を
口
に
す
る
時
、
自
害

に
対
し
て
は
自
然
的
推
移
を
表
す
助
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
「
ぬ
」＋「
け
り
」＝

「
に
け
り
」
が
、
討
死
に
対
し
て
は
、
意
識
的
推
移
を
表
す
助
動
詞
の
組
み
合
わ

せ
「
つ
」＋「
け
り
」＝「
て
ん
げ
り
（
て
け
り
）」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着

目
す
る
。
死
に
様
は
生
き
様
と
も
言
う
。
三
者
三
様
の
考
え
や
行
動
、
合
戦
の

時
代
の
死
生
観
を
読
み
取
り
、
話
し
合
い
活
動
に
よ
っ
て
よ
り
詳
し
い
登
場
人

物
へ
の
理
解
を
得
た
い
。

　
ま
た
、
古
文
教
材
『
木
曾
の
最
期
』
と
漢
文
教
材
『
項
王
の
最
期
』
を
読
み

比
べ
、『
項
王
の
最
期
』
の
「
項
羽
」・「
虞
」
の
関
係
と
『
木
曾
の
最
期
』
の

「
義
仲
」・「
巴
」
の
関
係
を
比
較
す
る
。
さ
ら
に
「
巴
」・「
虞
」、「
義
仲
」・

「
巴
」、「
兼
平
」・「
巴
」
の
「
最
期
」
に
対
す
る
行
動
や
心
情
の
違
い
を
読
み
と
る
。

（
資
料
①
）

【
そ
の
３
】
グ
ル
ー
プ
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
協

同
「
読
み
」
へ

─
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
鼎
談
に
よ
る
読
み
の
深
め
合
い
─

　
授
業
で
は
、
双
方
向
型
言
語
活
動
か
ら
鼎
談
へ
と
、
左
記
①
か
ら
④
の
言
語

活
動
を
進
め
た
。

①
　
五
人
一
班
の
八
班
そ
れ
ぞ
れ
が
、
指
示
し
た
場
面
に
つ
い
て
の
読
解

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
む
。「
重
要
単
語
→
文
法
→
現
代
語
解
釈
→
問

題
の
発
見
→
問
題
解
決
」
と
し
、
図
書
館
ワ
ー
ク
と
し
て
解
釈
と
探
求

活
動
を
行
う
。

②
　
教
室
で
各
班
プ
レ
ゼ
ン
発
表
を
行
い
、
質
疑
応
答
を
行
う
。
講
義
・
寸

劇
・
紙
芝
居
等
、
方
法
は
各
班
で
考
案
す
る
。

（
資
料
②
）

③
　
班
別
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
教
師
に
よ
る
補
足
授
業
の
後
、

作
品
中
の
登
場
人
物
を
取
り
上
げ
、「
最
も
共
感
す
る
生
き
方
に
つ
い

て
」
各
自
で
千
二
百
字
の
論
文
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
論
文
内
容
に
つ

い
て
振
り
返
り
を
行
う
。

（
資
料
①
）

④
　
教
材
の
主
要
な
登
場
人
物
三
人
（
木
曾
義
仲
・
今
井
四
郎
兼
平
・
巴
）

を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
と
り
わ
け
左
記
の

「
義
仲
」
と
「
巴
」
の
会
話
に
焦
点
化
し
、
教
室
外
か
ら
遠
隔
授
業
シ
ス

テ
ム
で
大
学
院
生
、
大
学
留
学
生
を
加
え
、
三
者
で
意
見
を
交
換
し
、

互
い
の
意
見
を
考
察
す
る
。

（
資
料
③
・
資
料
④
）

○
義
仲
　「
お
の
れ
は
、
疾
う
疾
う
、
女
な
れ
ば
、
い
づ
ち
へ
も
行
け
。
我
は

討
死
せ
ん
と
思
ふ
な
り
。
も
し
人
手
に
か
か
ら
ば
自
害
を
せ
ん
ず

れ
ば
、
木
曾
殿
の
最
後
の
い
く
さ
に
、
女
を
具
せ
ら
れ
た
り
け
り

な
ん
ど
言
は
れ
ん
こ
と
も
、
し
か
る
べ
か
ら
ず
。」

○
巴
　
　
　
な
ほ
落
ち
も
行
か
ざ
り
け
る
が
、
あ
ま
り
に
言
は
れ
奉
つ
て
、

「
あ
つ
ぱ
れ
、
よ
か
ら
う
敵
が
な
。
最
後
の
い
く
さ
し
て
見
せ
奉
ら

ん
。」
と
て
、
控
へ
た
る
と
こ
ろ
に
、
武
蔵
の
国
に
聞
こ
え
た
る
大

─　　─３７１



力
、
御
田
八
郎
師
重
、
三
十
騎
ば
か
り
で
出
で
来
た
り
。
巴 
そ
の

中
へ
駆
け
入
り
、
御
田
八
郎
に
押
し
並
べ
て
、
む
ず
と
取
つ
て
引

き
落
と
し
、
我
が
乗
つ
た
る
鞍
の
前
輪
に
押
し
つ
け
て
、
ち
つ
と

も
働
か
さ
ず
首
ね
ぢ
切
つ
て
捨
て
て
ん
げ
り
。
そ
の
後
、
物
具
脱

ぎ
捨
て
、
東
国
の
方
へ
落
ち
ぞ
行
く
。

　
右
の
互
い
の
言
葉
は
、
実
は
会
話
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
。「
義
仲
」
の
命

令
と
最
期
の
迎
え
方
へ
の
考
え
を
聞
き
、「
巴
」
は
肯
定
・
否
定
、
共
感
・
反
感

と
い
っ
た
一
切
の
返
答
を
し
て
い
な
い
。
た
だ
互
い
に
「
最
期
の
い
く
さ
」
へ

の
覚
悟
を
口
に
し
、「
巴
」
は
「
最
後
の
い
く
さ
」
を
し
て
見
せ
、「
名
乗
り
」

も
「
分
捕
り
」
も
せ
ず
、
剛
力
を
示
し
た
後
「
物
具
」
を
脱
ぎ
捨
て
て
無
言
で

去
っ
て
い
く
。「
義
仲
」
と
「
巴
」
は
、
最
後
の
会
話
で
何
を
伝
え
合
っ
た
の

か
？
『
木
曾
の
最
期
』
全
体
の
文
脈
、
登
場
人
物
た
ち
の
細
部
を
拾
い
上
げ
、

言
葉
の
裏
に
隠
さ
れ
た
真
意
に
つ
い
て
本
文
中
に
根
拠
を
求
め
つ
つ
解
釈
を
深

め
る
。

　
言
語
活
動
を
用
い
て
よ
り
読
み
を
深
め
る
場
合
、
対
話
で
あ
れ
ば
、
生
徒
達

は
自
分
の
意
見
を
相
手
に
述
べ
て
満
足
し
、
正
確
な
伝
達
や
相
手
の
意
見
に
留

意
し
な
い
こ
と
が
あ
る
、
ま
た
誤
解
や
反
論
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
説
明
や

根
拠
・
論
拠
な
く
自
分
の
考
え
を
反
復
し
が
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
三
者

が
加
わ
る
と
、
正
確
さ
、
丁
寧
さ
、
公
平
性
を
意
識
し
無
意
識
に
言
葉
を
調
整

す
る
。
ま
た
、
異
な
る
意
見
が
出
た
と
き
、
三
者
で
あ
れ
ば
、
残
る
一
者
が
ど

ち
ら
の
意
見
に
同
意
す
る
か
で
「
多
数
意
見
」
が
決
定
す
る
た
め
、
個
々
が
自

分
の
意
見
の
重
み
を
感
じ
、
安
易
に
他
者
の
意
見
に
同
調
す
る
こ
と
な
く
慎
重

に
会
話
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
。

　
昨
今
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
等
で
作
品
に
つ
い
て
語
る
機
会
は
増
え
て
い
る
が
、

正
確
な
読
み
や
、
さ
ら
な
る
読
み
深
め
を
指
導
し
、
年
齢
や
国
籍
を
超
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
自
分
を
他
者
に
示
し
他
者
を
自
分
に
受
け
入
れ

る
協
同
作
業
を
行
い
、
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
つ
つ
古
典
文
学
作
品
を
読
み

味
わ
い
た
い
。

【
そ
の
４
】
情
報
機
器
を
用
い
た
遠
隔
地
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

「
異
な
る
読
み
」
と
出
会
う

　
平
成
二
十
四
年
度
、
大
阪
教
育
大
学
お
よ
び
附
属
学
校
に
遠
隔
授
業
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
、
教
室
を
多
方
向
か
ら
映
し
出
し
、
随
所
で
手
元
の
資
料
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
直
接
Ｐ
Ｃ
内
の
デ
ー
タ
を
送
受
信
で
き
る
質
の
高
い
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
相
互
通
信
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
本
授
業
で
は
、
大
阪
教
育
大
学
柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス
教
員
養
成
課
程
国
語
科
院

生
お
よ
び
情
報
科
に
在
籍
す
る
中
国
か
ら
の
留
学
生
と
登
場
人
物
の
話
し
合
い

活
動
を
行
い
、
大
学
院
生
の
専
門
知
識
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
異
な
る
母
国

文
化
や
価
値
観
に
ほ
ぼ
生
の
形
で
触
れ
、「
読
み
」
の
た
め
の
話
し
合
い
活
動
の

幅
を
広
げ
た
。

（
資
料
③
・
資
料
④
・
資
料
⑤
）

【
そ
の
５
】「
読
み
」
に
関
わ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
対
す
る
評
価
の
観
点

　
次
表
に
基
づ
き
（
１
）
か
ら
（
４
）
を
評
価
材
料
と
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の

力
を
客
観
的
に
把
握
し
、
指
導
に
活
か
す
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

（
１
）
次
表
の
各
項
目
を
（「
５
．
秀
逸
←
←
　
４
．
よ
く
や
っ
た
←
　
３
．
ま

ず
ま
ず
　
２
．
そ
こ
を
な
ん
と
か
も
う
少
し
→
　
１
．
ど
う
に
か
な
ら
な

─　　─３７２



い
か
→
→
」）
の
五
段
階
で
評
価
す
る
。
評
価
項
目
を
決
め
、
細
分
化
し

て
点
数
化
す
る
こ
と
で
、
印
象
点
や
態
度
重
視
に
片
寄
ら
な
い
安
定
し
た

評
価
に
な
る
と
考
え
る
。

（
２
）
本
校
「
夏
期
英
国
語
学
・
他
文
化
理
解
研
修
」
引
率
と
し
て
昨
年
度
と
今

年
度
の
二
週
間
、O

xford

 
     

大
学
に
滞
在
し
、
現
地
学
生
と
と
も
に
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
参
加
し
た
。O

xford
 
     

大

学
生
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
必
要
な
も
の
は
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
で
あ
り
、
①
文
法
や
発
音
と
い
っ
た
明
確
な
言
語
表
現
　
②
正
確
な

根
拠
の
明
示
　
③
質
問
に
的
確
に
答
え
ら
れ
る
説
得
力
　
だ
と
言
う
。
私

自
身
、
授
業
で
生
徒
が
発
言
す
る
際
そ
の
三
点
を
心
が
け
さ
せ
て
い
る
。

方
法
を
理
解
し
た
上
で
の
言
語
活
動
、
正
確
な
文
法
解
釈
や
的
確
な
本
文

か
ら
の
根
拠
抜
粋
が
あ
っ
て
初
め
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
読
み
が

有
効
と
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

（
３
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
重
視
す
る
の
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
で
あ
る
。
生
徒
は
小
学
校
時
代
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
慣
れ
て
お
り
、

課
題
が
出
た
途
端
そ
の
分
野
に
詳
し
い
仲
間
を
支
持
し
、
簡
単
に
正
論
に

た
ど
り
着
こ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
個
々
の
思
考
が
全
体
の
も
の
に
な

り
、
全
体
の
力
が
高
ま
る
作
業
は
難
し
い
。
①
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
に
自

分
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
伝
達
し
た
か
　
②
積
極
的
に
他
者
の
考
え
に

質
問
や
補
足
説
明
を
加
え
た
か
　
③
予
想
さ
れ
る
反
論
や
意
外
性
に
言
及

し
た
か
　
④
意
見
を
集
約
す
る
た
め
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
ボ
ー
ド
に
ま
と

め
た
り
と
い
っ
た
行
動
を
と
っ
た
か
　
⑤
発
表
時
に
発
表
者
以
外
が
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
と
っ
て
い
た
か
　
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
内
で
各
自
が
協
力
し

合
え
る
こ
と
を
見
つ
け
あ
い
な
が
ら
、
集
団
と
し
て
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

（
４
）
昨
今
の
生
徒
を
見
て
い
る
と
、「
自
己
評
価
」
を
何
度
か
試
み
さ
せ
て
も
、

個
々
人
で
あ
ま
り
異
な
る
結
果
を
示
さ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
俺
流
」
を
貫

き
常
に
満
点
の
自
己
評
価
を
す
る
生
徒
群
と
、
常
に
不
十
分
と
考
え
平
均

値
以
下
の
自
己
評
価
を
す
る
生
徒
群
の
ど
ち
ら
か
が
現
れ
る
。
私
は
、
自

己
評
価
よ
り
む
し
ろ
「
自
分
の
所
属
す
る
集
団
へ
の
肯
定
感
」
が
、「
自

分
自
身
に
対
す
る
肯
定
感
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
個
人
に
よ

る
自
班
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
た
自
班
へ
の
肯

定
感
は
、
自
己
評
価
結
果
に
近
い
と
考
え
る
。

（
資
料
⑥
・
資
料
⑦
）

 

─　　─３７３

知
識
・
理
解

技
能

思
考
・
判
断
・

表
現

関
心
・
意
欲
・

態
度

歴
史
的
背
景
や
史
実
、
文
法
や
構
文
に
関
す
る
知
識
を
身

に
つ
け
、
読
解
に
役
立
て
る
。

文
法
や
語
句
に
基
づ
き
、
文
学
作
品
を
読
解
す
る
。

意
見
を
的
確
に
ま
と
め
、
他
者
と
交
流
し
つ
つ
価
値
観
を

広
げ
る
。

自
分
の
意
見
を
発
表
し
つ
つ
他
者
と
意
見
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
考
え
を
深
め
る
。



三
　「
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
、
言
語
活
動
に
よ
る

読
み
の
深
め
合
い
」
提
案
授
業

　
科
　
　
　
目
　
　
国
語
総
合
（
古
文
）

　
主
　
　
　
題
　
　
多
様
な
価
値
観
に
よ
る
読
み
の
深
め
合
い
─
大
学
と
の
遠

隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
言
語
活
動
に
よ
っ
て
─

　
単
元
の
目
標
　
○
助
動
詞
や
敬
語
、
語
句
の
意
味
に
注
意
し
、「
木
曾
義
仲
」

「
今
井
四
郎
兼
平
」「
巴
」
三
者
三
様
の
発
言
や
行
動
を
意

識
し
て
読
み
分
け
る
。

○「
木
曾
義
仲
」「
今
井
四
郎
兼
平
」「
巴
」
の
う
ち
一
人
に
対

す
る
自
分
の
意
見
を
他
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
互

い
の
意
見
を
確
認
す
る
。

○「
巴
」
と
「
義
仲
」
の
別
れ
を
、「
項
羽
」
と
「
虞
」
の
別

れ
と
比
較
し
考
察
す
る
。

○
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
伝
え
合
う
こ
と
で
、
登
場
人
物
の
行

動
や
心
理
を
詳
し
く
読
み
と
る
。

　
指
導
計
画
（
全
十
一
時
間
）

第
一
次
　『
木
曾
の
最
期
』　
軍
記
物
語
に
登
場
す
る
人
々
の
考
え
方
や
行

動
を
知
る
。（
７
時
間
）

・
各
班
で
担
当
箇
所
ご
と
に
「
問
い
の
設
定
」
か
ら
班
別
図
書

館
調
べ
学
習
へ
（
３
時
間
）

（
資
料
①
・
資
料
②
）

・
班
別
発
表
、
質
疑
応
答
（
２
時
間
）

・
基
礎
知
識
の
補
足
授
業
（
２
時
間
）

（
資
料
①
・
資
料
②
）

第
二
次
　『
項
王
の
最
期
』　
最
期
を
覚
悟
し
た
「
項
王
」
と
と
も
に
嘆
く

「
虞
」
の
姿
を
読
み
取
り
、『
木
曾
の
最
期
』
の
「
木
曾
義
仲
」

「
巴
」
と
比
較
し
て
登
場
人
物
へ
の
賛
美
や
哀
悼
を
確
認
す
る
。

（
２
時
間
）

・
講
義
形
式
『
項
王
の
最
期
』（
１
時
間
）

・「
最
も
共
感
す
る
生
き
方
に
つ
い
て
」
論
文
作
成
（
１
時
間
）

（
資
料
③
・
資
料
④
）

第
三
次
　
自
己
と
他
者
の
意
見
を
相
互
に
確
認
し
つ
つ
共
有
し
、
登
場
人

物
の
心
理
や
行
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
。（
２
時
間
）

（
資
料
⑤
・
資
料
⑥
・
資
料
⑦
）

・
遠
隔
授
業
（
１
時
間
）

・
振
り
返
り
（
１
時
間
）

大
学
と
の
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
授
業
の
展
開
（
　
／
　
時
間
）

１０

１１

　
対
　
　
　
象
　
　
第
一
学
年
一
組
　
　
名
（
男
子
　
名
女
子
　
名
）

４１

１９

２２

大
阪
教
育
大
学
柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス

　
教
養
課
程
国
語
科
４
名
（
女
子
４
名
）

　
情
報
科
修
士
課
程
留
学
生
３
名
（
男
子
２
名
女
子
１
名
）

　
授
　
業
　
日
　
　
２
０
１
２
年
　
月
　
日
（
土
）　
時
　
分
～
　
時
　
分

１１

１７

１０

１５

１１

０５

　
目
　
　
　
標
　
○
登
場
人
物
に
対
す
る
思
い
を
、
根
拠
を
入
れ
て
他
者
に
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

○『
木
曾
の
最
期
』『
項
王
の
最
期
』
の
二
つ
の
作
品
を
読
み

─　　─３７４



比
べ
、
ま
た
複
数
の
登
場
人
物
を
比
較
す
る
こ
と
で
、「
木

曾
義
仲
」
と
「
巴
」
の
と
っ
た
行
動
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
把
握
す
る
。

○
教
室
内
お
よ
び
教
室
外
の
第
三
者
を
加
え
て
意
見
を
確
認

し
合
い
な
が
ら
、
新
し
い
見
方
、
自
分
の
意
見
の
変
化
を

確
認
し
つ
つ
作
品
に
対
す
る
考
え
を
共
有
し
読
み
を
深
め

る
。

（
資
料
⑤
・
資
料
⑥
・
資
料
⑦
）

　
準
　
備
　
物

遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
（
視
聴
覚
教
室
）、
全
紙
サ
イ
ズ
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
８

枚
（
各
班
１
枚
）、
キ
ー
ワ
ー
ド
用
フ
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
　
枚
（
各
人
１
枚
）、

４１

付
箋
セ
ッ
ト
（
班
内
で
、
誰
の
意
見
か
分
か
る
よ
う
各
自
の
付
箋
の
色
を

変
え
る
。
一
班
五
人
で
五
色
と
す
る
）

四
　
高
校
生
に
よ
る
「
遠
隔
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
、
言
語

活
動
に
よ
る
読
み
の
深
め
合
い
」
授
業
の
振
り
返
り

　「『
木
曾
義
仲
』『
今
井
四
郎
兼
平
』『
巴
』」
の
人
物
像
」
は
、
事
前
に
論
文
を

作
成
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
早
く
意
見
が
出
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
一
）
で

は
、「『
木
曾
の
最
期
』
と
『
項
王
の
最
期
』」
の
比
較
は
、
留
学
生
か
ら
「
中
国

で
は
、
英
雄
が
殺
さ
れ
る
と
妻
や
娘
と
い
っ
た
女
性
達
も
ま
ず
復
讐
を
考
え
る
。

覇
権
を
握
る
か
討
た
れ
る
か
将
来
へ
の
不
安
を
残
さ
な
い
た
め
に
、
女
性
も
生

か
し
て
お
い
て
は
い
け
な
い
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
明
確
な
歴
史
観
に
思
わ

ず
み
な
納
得
し
た
よ
う
だ
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
二
）
で
は
、
義
仲
の
「
お
の
れ
は
、
疾
う
疾
う
、
女
な

れ
ば
い
づ
ち
へ
も
行
け
。」
の
言
葉
の
真
意
は
「
巴
を
生
き
延
び
さ
せ
る
た
め
の

義
仲
か
ら
の
愛
情
の
表
れ
」
で
ほ
ぼ
一
致
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
巴
が
な
ぜ
『
最

後
の
い
く
さ
し
て
見
せ
奉
ら
ん
』
と
考
え
実
行
し
た
か
」
に
つ
い
て
は
、
大
学

院
生
か
ら
『
校
定
平
家
物
語
百
二
十
句
本
』
の
提
示
が
あ
り
「
巴
は
義
仲
の
菩

提
を
弔
う
た
め
に
落
ち
の
び
て
お
り
、
そ
の
意
志
を
か
た
め
て
最
後
の
戦
を
し

て
見
せ
、
落
ち
の
び
た
の
だ
。」
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
高
校
生
は
「
巴
が
泣

く
泣
く
落
ち
の
び
た
」
と
い
う
記
述
に
感
動
し
つ
つ
も
「
史
実
確
認
で
は
な
く
、

現
在
手
元
に
あ
る
教
科
書
『
平
家
物
語
・
覚
一
本
』
本
文
か
ら
根
拠
を
見
い
だ

し
物
語
と
し
て
読
解
を
す
る
べ
き
。」
と
の
声
が
多
く
上
が
っ
た
。

　
ま
た
留
学
生
か
ら
「
人
は
誰
も
死
に
た
く
な
い
。
巴
は
声
に
出
し
て
言
っ
て

は
い
な
い
が
『
逃
げ
た
い
』
と
思
っ
て
い
た
は
ず
な
の
で
、
義
仲
か
ら
『
い
づ

ち
へ
も
行
け
』
と
言
わ
れ
て
喜
ん
で
逃
げ
た
は
ず
。」
と
の
意
見
が
出
た
。
高
校

生
は
「
巴
は
最
後
ま
で
義
仲
と
一
緒
に
戦
い
た
か
っ
た
は
ず
。」
と
考
え
、
文
中

か
ら
様
々
な
根
拠
を
見
い
だ
し
、
班
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
意
見
交
流
へ
と
白
熱
し
た
展
開
を
見
せ
た
。

〈
授
業
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
と
、
ま
と
め
〉

Ⅰ
　『
木
曾
の
最
期
』
の
作
品
全
体
や
登
場
人
物
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
か
？

　
①
登
場
人
物
に
関
す
る
も
の
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ａ
．
義
仲

　
○
義
仲
は
と
ら
え
方
に
よ
っ
て
良
い
リ
ー
ダ
ー
と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
な
と

思
っ
た
。

　
○
や
は
り
義
仲
は
巴
の
こ
と
を
思
っ
て
逃
が
し
た
の
だ
と
思
っ
た
。
部
下
や

恋
人
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。

　
○
人
を
殺
し
合
う
よ
う
な
残
酷
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、
共
に
戦
っ
て
き
た
兼

平
の
こ
と
を
心
配
し
、
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
意

志
の
弱
さ
が
私
に
も
あ
り
、
義
仲
に
共
感
し
ま
し
た
。

義
仲
は
、
男
女
を
問
わ
ず
圧
倒
的
人
気
で
あ
っ
た
。
友
や
部
下
、
恋
人
を

思
っ
て
揺
れ
動
く
心
理
が
共
感
を
呼
び
、
話
し
合
い
活
動
に
よ
っ
て
仲
間
を

思
う
優
し
さ
が
再
確
認
さ
れ
、
生
徒
達
は
「
や
は
り
」
と
い
う
言
葉
を
用
い

て
組
織
の
ト
ッ
プ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
と
判
断
し
た
。

　
　
ｂ
．
巴

　
○
巴
は
義
仲
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
気
持
ち
の

ぶ
つ
け
る
所
が
な
い
か
ら
御
田
八
郎
に
戦
い
を
挑
む
こ
と
で
う
さ
晴
ら
し
。

　
○
巴
は
、
う
す
う
す
義
仲
が
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
と
分
か
っ
て
い
た
が
、

自
分
の
力
を
信
じ
て
く
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
に
反
抗
し
て
、
最
後
に
首

を
き
っ
た
よ
う
な
行
動
を
し
た
。

　
○
義
仲
が
何
度
も
逃
げ
ろ
と
い
い
巴
は
そ
の
真
意
を
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、

本
当
は
最
後
ま
で
義
仲
の
力
と
な
り
戦
い
た
か
っ
た
が
自
分
の
意
志
を
最

後
の
合
戦
で
表
し
た
か
っ
た
。

　
○
巴
は
義
仲
の
こ
と
を
愛
し
て
い
て
義
仲
に
は
最
後
ま
で
武
士
と
し
て
戦
っ

て
ほ
し
か
っ
た
し
、
最
後
に
自
分
が
強
い
こ
と
を
示
し
て
、
自
分
の
心
配

を
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
最
後
の
戦
を
し
た
の
だ
と
思
っ
た
。

　
○
巴
は
戦
の
と
き
に
名
乗
り
を
あ
げ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
分
の
た
め
で

な
く
義
仲
の
た
め
に
戦
っ
た
。

　
○
巴
は
戦
場
に
お
い
て
男
と
同
等
に
扱
っ
て
欲
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
本

当
に
そ
う
だ
っ
た
ら
、
義
仲
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ

し
、
そ
う
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
し
て
も
義
仲
を
思
う
気
持
ち
の
方
が

上
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
○
巴
御
前
が
本
当
に
武
家
社
会
へ
の
挑
戦
を
し
た
の
か
疑
問
が
残
り
ま
す
。

結
局
は
武
士
道
を
守
っ
た
？

巴
が
最
後
の
合
戦
を
し
た
理
由
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
た
。
や
け

を
起
こ
し
て
敵
軍
に
飛
び
込
ん
だ
、
最
後
ま
で
義
仲
と
戦
い
た
い
意
志
表
示
、

自
分
は
強
い
の
で
後
の
こ
と
は
心
配
な
い
と
示
し
た
か
っ
た
、
名
乗
り
を
上

げ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
自
分
の
名
誉
で
は
な
く
義
仲
の
た
め
に
戦
っ
た
は
ず
、

一
見
当
時
の
女
性
ら
し
く
な
く
感
じ
る
が
最
終
的
に
は
恋
人
の
名
誉
を
守
っ

て
戦
線
離
脱
し
た
武
家
社
会
の
中
の
女
性
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

た
。

大
学
院
生
か
ら
の
新
し
い
資
料
・
留
学
生
か
ら
の
思
い
が
け
な
い
意
見
も
示

さ
れ
、
司
会
を
務
め
た
生
徒
が
何
度
か
話
し
合
い
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

　
　
ｃ
．
兼
平

　
○
兼
平
に
つ
い
て
も
っ
と
触
れ
て
あ
げ
た
か
っ
た
。
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組
織
の
№
２
、
ま
た
は
中
間
管
理
職
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
揺
る
ぎ
な
い
人
気

が
あ
っ
た
。
た
だ
兼
平
肯
定
論
者
の
思
い
の
強
さ
は
や
や
情
緒
的
で
論
理
性

に
欠
け
、
兼
平
否
定
論
者
を
納
得
さ
せ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
感

じ
た
。

　
　
ｄ
．
義
仲
と
巴

　
○
義
仲
は
、
最
期
に
自
害
す
る
き
わ
に
な
っ
て
兼
平
を
振
り
か
え
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
あ
ま
り
意
志
の
強
さ
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
、
本
人
も
そ
の

こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
分
が
追
い
つ
め
ら
れ
た
時
、

「
巴
に
は
ど
う
し
て
も
逃
げ
て
ほ
し
い
。」
と
願
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
巴

は
、
女
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
騎
当
千
と
ま
で
言
わ
れ
、
強
く
、

男
勝
り
な
性
格
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
巴
の
性
質
を
義
仲
は
よ
く
理

解
し
て
い
た
と
考
え
る
。
な
の
で
、「
巴
に
生
き
て
い
て
ほ
し
い
が
逃
げ

ろ
」
と
言
っ
て
み
て
も
巴
は
逃
げ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、「
自
分
の
名
誉
の

た
め
に
逃
げ
て
く
れ
」
と
い
う
言
い
方
を
し
、
巴
に
反
論
さ
れ
、
意
見
が

ゆ
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
の
だ
と
思
う
。
義
仲
は
こ
の
よ
う
な
言

い
方
を
す
る
と
、
巴
は
義
仲
の
名
誉
を
汚
す
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
反
論
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

　
一
方
巴
は
、
そ
の
義
仲
の
「
巴
に
逃
げ
て
生
き
の
こ
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
遠
ま
わ
し
の
願
い
、
愛
情
を
感
じ
、
受
け
入
れ
よ
う
と
思
っ
た
。
し

か
し
、
男
の
下
に
女
と
い
う
武
家
社
会
の
情
勢
に
対
す
る
反
感
の
気
持
ち

も
あ
り
、
そ
の
男
と
女
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
従
い
、
自
分
の
名
誉
を
守
る
た

め
に
逃
げ
ろ
と
い
わ
れ
た
こ
と
に
も
反
感
を
感
じ
て
い
た
。
な
の
で
、
そ

の
反
感
の
気
持
ち
を
、「
最
後
の
い
く
さ
」
と
し
て
見
せ
る
こ
と
で
示
し
、

「
私
は
あ
な
た
の
家
臣
と
し
て
こ
こ
ま
で
戦
い
、
つ
く
し
、
主
従
五
騎
に
な

る
ま
で
生
き
残
っ
て
き
た
ほ
ど
の
者
だ
ぞ
。」
と
い
う
思
い
を
ぶ
つ
け
た
。

し
か
し
、
義
仲
か
ら
の
最
期
の
愛
情
を
尊
重
し
、
受
け
入
れ
よ
う
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
の
で
、
結
局
は
逃
げ
た
の
だ
と
思
う
。

　
義
仲
は
な
に
よ
り
「
巴
の
命
」
を
、
巴
は
何
よ
り
「
義
仲
の
愛
情
」
を

尊
重
し
た
の
だ
と
思
う
。

人
間
関
係
に
し
っ
か
り
踏
み
込
ん
だ
読
解
を
行
っ
た
。
当
初
は
「
義
仲
と
巴

の
別
れ
の
場
面
」「
義
仲
と
兼
平
が
討
た
れ
る
場
面
」
と
捉
え
て
い
た
生
徒
が
、

二
人
の
行
動
や
会
話
か
ら
、
心
の
底
に
あ
る
最
後
ま
で
互
い
を
思
い
や
る
心

情
に
共
感
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
話
し
合
い
活
動
に
よ
っ
て
読
解
を
実
感
す
る
生
徒
も
続
出
し
た
。
授

業
最
後
の
振
り
返
り
シ
ー
ト
は
数
行
分
の
空
欄
し
か
設
け
て
い
な
か
っ
た
が
、

紙
面
い
っ
ぱ
い
に
意
見
を
記
入
し
た
生
徒
が
何
人
も
お
り
、
語
り
き
れ
な
い

物
語
の
魅
力
を
実
感
し
た
。

　
　
ｅ
．
義
仲
と
巴
・
義
仲
と
項
王

　
○
項
王
は
プ
ラ
イ
ド
と
恋
人
で
は
、
プ
ラ
イ
ド
を
優
先
し
た
。
し
か
し
義
仲

は
恋
人
を
優
先
し
た
。
自
分
の
プ
ラ
イ
ド
よ
り
も
巴
を
愛
す
る
気
持
ち
の

方
が
大
き
か
っ
た
。

「
お
市
の
方
」「
則
天
武
后
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
比
較
も
出
さ
れ
た
が
、

残
念
な
が
ら
明
確
な
根
拠
と
な
ら
ず
笑
い
を
誘
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
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②
軍
記
物
語
に
関
す
る
も
の

　
○
戦
の
時
代
で
も
、
人
間
と
し
て
の
「
心
」
が
豊
か
に
表
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
改
め
て
感
心
し
ま
し
た
。

　
○
大
事
な
人
を
思
う
気
持
ち
や
、
最
後
ま
で
一
緒
に
い
た
い
、
力
に
な
り
た

い
と
思
う
こ
と
は
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
（
ど
れ
だ
け
社
会
の
考
え
方
が

異
な
っ
て
い
て
も
）
変
わ
ら
な
い
の
だ
と
感
じ
た
。

合
戦
と
い
う
背
景
に
触
れ
、
人
間
と
し
て
の
「
心
」
の
大
切
さ
が
指
摘
さ
れ

た
。

　
③
遠
隔
地
の
学
生
の
意
見
に
関
す
る
も
の

　
　
ａ
．
留
学
生
の
意
見
に
対
し
て

　
○
中
国
の
留
学
生
は
「
巴
が
結
局
最
後
に
逃
げ
た
と
い
う
こ
と
は
本
当
は
逃

げ
た
か
っ
た
」
と
い
う
考
え
方
で
、
私
は
「
巴
は
本
当
に
最
後
ま
で
木
曽

殿
と
共
に
戦
い
た
か
っ
た
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
私
の
意
見
は
日

本
人
で
あ
る
一
年
一
組
、
教
育
大
院
生
と
同
じ
だ
っ
た
。（
中
略
）
今
回
話

し
合
っ
て
み
て
、
我
々
日
本
人
だ
け
の
固
ま
っ
た
意
見
だ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
学
び
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
留
学
生
の
方
々
は
は
き
は
き
と
お
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
し
た
。

日
本
人
は
も
う
少
し
自
分
の
意
見
に
自
信
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
た
。

留
学
生
か
ら
の
「
恋
人
で
あ
る
武
将
が
負
け
る
と
分
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
巴

は
逃
げ
た
か
っ
た
は
ず
。『
い
づ
ち
へ
も
行
け
』
と
い
わ
れ
て
喜
ん
で
逃
げ

た
」
と
い
う
意
見
に
反
論
が
続
出
し
た
。
留
学
生
の
「
巴
の
本
音
は
ど
こ
に

も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
死
ぬ
よ
り
生
き
た
い
の
は
あ
た
り
ま
え
」「
生
き
延

び
て
こ
そ
恨
み
は
晴
ら
せ
る
」
い
う
考
え
に
対
し
、
生
徒
は
本
文
か
ら
「
あ

ま
り
に
言
は
れ
奉
つ
て
」「
最
後
の
い
く
さ
し
て
見
せ
奉
ら
ん
。」
等
の
根
拠

を
挙
げ
、
物
語
読
解
と
し
て
反
論
し
た
。

　
　
ｂ
．
大
学
院
生
の
意
見
に
対
し
て

　
○
別
の
平
家
物
語
に
巴
が
別
れ
を
言
う
時
に
泣
い
て
「
義
仲
を
弔
う
た
め

云
々
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
○
教
科
書
以
外
の
文
献
を
使
う
な
ら
ば
、
先
に
配
る
な
ど
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

大
学
院
生
が
示
し
た
『
校
定
平
家
物
語
百
二
十
句
本
』
に
対
し
て
高
校
生
か

ら
「
史
実
を
考
察
す
る
の
で
は
な
く
、『
平
家
物
語
』
の
読
み
を
深
め
る
べ

き
」
と
の
意
見
が
出
た
。

Ⅱ
　
今
日
の
話
し
合
い
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、
心
に
残
っ
た
他
の
人
の
発

言
や
行
動
は
あ
り
ま
す
か
。

　
①
留
学
生
の
意
見
を
通
し
て

　
○
同
じ
文
章
で
も
や
は
り
人
そ
れ
ぞ
れ
捉
え
方
が
違
っ
て
い
て
、
特
に
巴
と

義
仲
の
別
れ
の
場
面
で
は
、
巴
は
「
逃
げ
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
と
い
う

新
し
い
意
見
が
あ
っ
て
新
鮮
で
し
た
。

　
○「
義
仲
が
『
巴
が
生
き
た
い
』
と
い
う
考
え
を
く
み
と
っ
た
」
と
う
い
う
の
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が
こ
ち
ら
の
と
ら
え
方
で
は
多
分
で
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
面
白
か
っ
た
。

　
○
中
国
の
留
学
生
の
方
が
巴
は
逃
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た
、
と
い
う
考
え
方

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ら
ば
戦
う
必
要
が
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
②
大
学
院
生
の
意
見
を
通
し
て

　
○
大
教
大
の
方
が
言
っ
た
、
巴
は
泣
く
泣
く
義
仲
に
別
れ
を
告
げ
た
と
い
う

言
葉
に
少
し
感
動
し
ま
し
た
。

　
③
物
語
の
読
解
を
通
し
て

　
○「
お
家
の
た
め
」「
名
誉
の
た
め
」
と
い
っ
た
考
え
方
が
分
か
っ
た
。

　
○
登
場
人
物
の
心
情
把
握
が
違
っ
た
。
大
教
大
院
生
「
巴
を
逃
が
し
た
の
は

義
仲
の
供
養
の
た
め
」。
留
学
生
「
巴
は
逃
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
逃

げ
た
」。
高
校
生
「
愛
す
る
巴
を
死
な
せ
た
く
な
か
っ
た
」。

　
○「
あ
ま
り
に
も
言
わ
れ
た
か
ら
巴
は
仕
方
な
く
逃
げ
た
の
で
、
逃
げ
た
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
意
見
に
は
大
賛
成
で
す
。

　
○
巴
が
素
直
に
逃
げ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
義
仲
は
わ
ざ
と
に
強
く
言
っ
た
の

だ
と
思
う
と
い
う
の
は
、
と
て
も
納
得
が
い
っ
た
し
、
そ
う
だ
ろ
う
な
と

実
感
で
き
た
。

　
○
巴
が
戦
っ
た
の
は
、
最
後
ま
で
義
仲
と
一
緒
に
い
た
い
と
い
う
意
思
表
示

だ
と
い
う
意
見
に
納
得
し
ま
し
た
。

　
○
巴
が
御
田
八
郎
を
討
っ
た
理
由
で
、「
自
分
が
逃
げ
る
と
き
に
義
仲
の
名
誉

を
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
自
分
は
凄
い
ん
だ
。」
と
い
う
こ
と

を
見
せ
つ
け
よ
う
と
し
た
か
ら
、
と
い
う
と
こ
ろ
。

　
○
巴
は
義
仲
に
対
し
、
自
分
は
強
い
か
ら
心
配
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
ア

ピ
ー
ル
を
し
た
の
だ
と
い
う
意
見
に
対
し
て
同
意
し
た
。

　
④
言
語
活
動
を
通
し
て

　
○
巴
が
本
当
は
生
き
た
か
っ
た
と
い
う
意
見
に
対
し
て
何
回
も
、「
こ
う
本
文

に
あ
る
か
ら
こ
う
で
は
な
い
か
」
と
反
論
し
て
い
た
。

　
○
今
日
の
よ
う
な
大
き
な
会
で
ど
う
ど
う
と
自
分
の
意
見
を
主
張
で
き
る
の

が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
意
見
を
述
べ
た
い
気
持
ち
に
あ
ふ
れ
る
記
入
が
多
か
っ
た
。
と
り

わ
け
「
愛
」「
身
分
」
と
い
っ
た
言
葉
が
出
た
後
、
高
校
生
の
意
見
発
表
は
活

発
に
盛
り
上
が
っ
た
。
同
じ
高
校
生
の
意
見
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
留
学
生

や
大
学
院
生
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
三
者
三
様
の
意
見
を
咀
嚼
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
読
み
取
れ
た
。

高
校
生
の
純
愛
型
、
大
学
院
生
の
文
献
型
、
留
学
生
の
ド
ラ
イ
な
歴
史
観
に

よ
っ
て
文
書
の
切
り
取
り
型
が
異
な
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

Ⅲ
　
今
日
の
話
し
合
い
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、
自
分
自
身
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
か
。

　
○
発
表
。
前
に
出
て
、
自
班
の
考
え
を
し
っ
か
り
伝
え
た
。

　
○
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
字
を
書
い
た
。
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る
。

　
○
話
し
合
い
。
話
し
合
い
の
中
で
、
み
ん
な
の
意
見
を
ま
と
め
た
。
深
く
考

え
て
意
見
を
出
し
合
え
た
と
思
う
。

　
○
問
わ
れ
た
意
見
に
対
し
、
反
論
や
答
え
を
出
し
た
。

　
○
み
ん
な
で
意
見
を
ど
ん
ど
ん
出
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
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考
え
方
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
他
の
方
向
か
ら
見
た
意
見
も
出

し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
○
他
の
人
の
意
見
が
通
り
過
ぎ
て
、
自
分
の
意
見
が
理
に
か
な
っ
て
な
さ
す

ぎ
て
悲
し
く
な
っ
た
…
。

自
分
が
果
た
し
た
役
割
を
発
表
・
質
問
の
よ
う
に
具
体
的
に
記
入
し
つ
つ
も
、

意
見
の
や
り
と
り
、
意
見
を
ま
と
め
る
、
意
見
交
換
か
ら
新
し
い
気
づ
き
を

得
る
と
い
っ
た
話
し
合
い
活
動
を
明
確
に
意
識
し
た
生
徒
が
多
数
い
た
。

Ⅳ
　
今
後
、
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
使
う
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
み
た
い
で
す
か
。

　
①
積
極
的
な
意
見

　
○
も
っ
と
準
備
を
し
て
時
間
も
長
く
す
る
。
も
っ
と
少
人
数
。
も
っ
と
深
い

意
見
の
交
流
。

　
○
英
語
な
ど
、
外
国
語
の
授
業
を
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
方
と
話
し
た
り
、
異
文
化

交
流
が
し
た
い
で
す
。

　
○
せ
っ
か
く
遠
い
人
と
つ
な
が
れ
る
の
だ
か
ら
、
海
外
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

　
○
他
の
教
科
で
も
意
見
交
流
。
世
界
史
の
解
釈
。

　
○
総
合
学
習
で
、「
持
続
可
能
性
」
に
関
わ
る
社
会
的
な
問
題
を
討
論
。

　
○
日
本
中
で
同
時
に
話
し
合
う
。

　
②
改
善
点
の
指
摘

　
○
一
番
後
ろ
に
座
っ
て
い
た
の
で
、
意
見
が
時
々
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
し
て

あ
ま
り
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
○
前
の
方
で
討
論
が
盛
り
上
が
り
、
参
加
し
に
く
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
○
後
ろ
の
人
に
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
。

遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
の
初
導
入
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
は
生
徒
が
積
極
的
に

関
わ
る
か
と
案
じ
た
が
、
好
評
だ
っ
た
と
い
え
る
。「
も
っ
と
。」
と
い
う
声

が
多
く
、
話
し
合
い
活
動
に
興
味
深
く
取
り
組
み
、
今
後
も
継
続
し
た
い
気

持
ち
が
伺
え
た
。
と
り
わ
け
留
学
生
の
意
見
は
斬
新
だ
っ
た
ら
し
く
、
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
今
後
「
文
化
の
異
な
る
海
外
の
人
の
意
見
を
聞
き
た
い
」
と

記
入
し
て
い
た
。

た
だ
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
マ
イ
ク
を
持
っ
た
一
人
し
か
話
せ
な
い
た
め
、

挙
手
し
て
も
な
か
な
か
発
言
の
機
会
が
得
ら
れ
ず
い
ら
だ
ち
を
感
じ
た
生
徒

も
い
た
よ
う
だ
。
場
所
、
人
数
、
テ
ー
マ
設
定
等
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。
た
だ
、
遠
隔
授
業
映
写
用
の
電
子
黒
板
に
向
か
っ
て
話
す
生
徒
も
複
数

い
た
た
め
、
生
徒
自
ら
互
い
の
気
配
り
と
し
て
遠
く
の
席
、
後
方
の
席
の
人

た
ち
に
も
分
か
る
よ
う
話
す
姿
勢
が
大
切
と
の
反
省
も
複
数
出
た
。

Ⅴ
　
今
回
の
授
業
に
つ
い
て
自
由
記
述

　
①
物
語
を
読
ん
で

　
○
人
物
同
士
の
気
持
ち
は
く
わ
し
く
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
小
さ
な
行
動

で
し
め
さ
れ
て
い
て
、
気
持
ち
が
読
み
取
れ
る
と
こ
ろ
に
気
が
つ
く
こ
と
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が
で
き
た
。

　
○
こ
ん
な
風
に
い
ろ
い
ろ
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
作
品
な
だ
け
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
の
心
の
奥
に
あ
る
感
情
の
見
え
隠
れ
す
る
、
し
か

し
は
っ
き
り
と
は
そ
の
心
の
声
を
作
者
な
り
の
考
え
で
軽
々
し
く
明
記
し

た
り
は
し
て
い
な
い
感
慨
深
い
作
品
だ
な
と
思
っ
た
。

　
○
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
話
や
意
見
を
聞
く
と
、
三
人
の
人
物
へ
の
考

え
方
も
変
わ
る
と
思
っ
た
。

　
○
意
見
の
幅
が
広
が
っ
て
、
よ
り
よ
い
考
察
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
②
異
な
る
意
見
を
持
つ
三
者
と
意
見
交
流
を
行
っ
て

　
○
遠
隔
授
業
と
い
う
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、
中
国
の
方
の
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
考
え
が
広
が
っ
た
気
が
す
る
の
で
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
○
国
に
よ
っ
て
考
え
方
が
少
し
ず
つ
違
い
、
色
々
な
捉
え
方
が
あ
っ
て
お
も

し
ろ
か
っ
た
。

　
○
違
う
国
の
人
と
話
す
こ
と
で
育
っ
た
環
境
の
違
い
に
よ
る
考
え
方
の
違
い

が
よ
く
表
れ
て
い
て
と
て
も
面
白
か
っ
た
。

　
③「
読
み
」
を
深
め
る
話
し
合
い
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
○
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
疑
問
が
湧
い
た
。
と
い
う
か
、
自
分
の
中
で
「
こ

う
だ
。」
と
思
っ
て
い
た
こ
と
に
対
し
ズ
バ
ズ
バ
指
摘
を
入
れ
ら
れ
て
し
ま

い
、
自
分
的
に
解
決
で
き
て
い
た
部
分
が
ま
た
疑
問
に
変
わ
っ
た
。

　
○
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
見
方
や
考
え
方
が
出
て
き
て
、
ど
れ

が
本
当
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
の
味
方
や
考
え
方
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
面
白
か
っ
た
。
自
分
が
考
え
て
い
た
こ
と
を
言
っ
て
、

そ
れ
を
他
の
人
た
ち
に
き
わ
ど
い
と
こ
ろ
を
突
か
れ
て
、
正
直
「
知
ら

ん
！
」
と
思
っ
た
シ
ー
ン
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
他
の
人
の
意
見
を
聞
い
て

も
の
す
ご
い
納
得
し
た
。
で
も
、
自
分
一
人
で
は
き
っ
と
自
分
な
り
の
考

え
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
こ
は
か
な
り

く
や
し
か
っ
た
。

通
常
の
一
方
向
型
の
授
業
で
は
、
登
場
人
物
に
寄
り
添
っ
て
読
む
こ
と
は
で

き
て
い
な
か
っ
た
と
実
感
し
た
。
特
に
古
文
の
場
合
、
生
徒
は
主
語
や
話
の

展
開
が
分
か
れ
ば
良
し
と
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

今
回
の
提
案
授
業
で
は
、
今
ま
で
簡
単
に
読
み
飛
ば
し
て
い
た
箇
所
か
ら
多

く
の
心
情
が
読
み
取
れ
る
こ
と
、
話
し
合
い
活
動
を
し
な
が
ら
読
む
こ
と
で

よ
り
積
極
的
に
読
解
に
取
り
組
み
、
面
白
さ
を
確
認
し
な
が
ら
読
み
進
め
ら

れ
る
こ
と
、
文
化
の
背
景
が
異
な
れ
ば
読
み
が
異
な
る
こ
と
、
意
見
交
流
に

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
が
必
要
な
こ
と
等
、
多
く
を
得
た
と
い
え
よ

う
。

五
　
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
言
語
活
動
を
通
し
て

物
語
を
読
む
こ
と
の
意
義

　『
平
家
物
語
』
単
元
を
終
え
る
頃
、
生
徒
達
と
「
先
生
、
通
知
表
ま
だ
持
っ
て

き
て
な
い
ん
だ
け
ど
、
ど
う
も
『
失
せ
に
け
り
。』
で
す
。」「
先
生
、
違
う
っ
て
。

こ
い
つ
、
成
績
悪
か
っ
た
か
ら
親
に
見
せ
ず
に
『
捨
て
て
ん
げ
り
。』
っ
て
言
っ

て
ま
し
た
。」「
悪
党
な
り
～
。」
と
い
う
会
話
が
あ
っ
た
。
登
場
人
物
を
取
り
上

げ
読
み
を
深
め
つ
つ
、
芳
醇
な
文
学
作
品
か
ら
生
徒
が
確
か
な
文
法
力
も
身
に

つ
け
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
教
科
教
育
と
社
会
や
個
々
の
内
面
が
一
致
す
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る
幸
福
を
感
じ
る
一
瞬
で
も
あ
る
。

　「
現
代
の
高
校
生
が
歴
史
物
語
を
読
ん
で
共
感
す
る
か
ど
う
か
」
に
不
安
も

あ
っ
た
が
、
生
徒
達
は
葛
藤
に
満
ち
た
物
語
教
材
の
面
白
さ
を
互
い
に
発
見
し

た
よ
う
だ
。
現
代
の
高
校
生
が
「
義
仲
」
や
「
巴
」
に
つ
い
て
読
み
取
り
熱
く

語
る
姿
に
、
ち
ま
た
の
歴
女
ブ
ー
ム
と
は
異
な
る
、
物
語
読
解
が
自
分
の
生
き

方
に
関
わ
る
行
為
だ
と
感
動
さ
え
覚
え
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
次
の
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

①
　
教
師
は
、
物
語
の
あ
ら
す
じ
を
追
う
の
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
が
自
分

の
生
き
方
や
考
え
方
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
読
み
深
め
、
価
値
観
の
異
な

る
他
者
の
読
み
と
接
し
、
そ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
振
り
返
り
理
由
や
解

決
方
法
を
導
く
よ
う
な
問
い
か
け
を
作
品
か
ら
見
出
し
続
け
る
教
材
研

究
が
必
要
で
あ
る
。

②
　
評
価
の
観
点
と
し
て
、「
作
品
中
の
根
拠
や
論
拠
・
視
点
を
正
確
に
把
握

し
、
説
明
で
き
て
い
る
か
」「
実
経
験
に
生
か
さ
れ
た
読
み
か
ど
う
か
」

「
言
葉
の
力
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
か
」
を
し
っ

か
り
と
見
定
め
つ
つ
、
教
師
自
ら
、
生
徒
の
意
見
を
導
き
出
せ
る
よ
う

実
践
を
通
し
て
研
鑽
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

③
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
通
し
て
物
語
読
解
授
業
を
進
め
る
と
き
、

話
し
合
う
相
手
が
「
ど
の
よ
う
な
第
三
者
か
」
の
位
置
づ
け
が
重
要
で

あ
る
。
異
な
る
意
見
や
価
値
観
を
充
分
に
伝
え
合
え
る
相
手
、
話
し
合

う
テ
ー
マ
の
厳
選
と
い
っ
た
授
業
者
側
か
ら
の
「
し
か
け
・
か
ま
え
」

が
必
要
と
な
る
。

④
　
遠
隔
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
機
器
の

同
調
や
操
作
の
た
め
徹
底
し
た
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
や
準
備
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
授
業
者
以
外
に
機
器
操
作
の
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
が
つ
い
て

く
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
時
間
的
・
人
的
な
問
題
が
大
き
い
。

六
　
お
わ
り
に

　
今
回
の
取
り
組
み
は
、
大
阪
教
育
大
学
池
田
地
区
附
属
学
校
研
究
活
動
の
一

環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
本
校
は
附
属
池
田
小
学
校
の
事
件
以
来
、
一
部
の

残
虐
な
場
面
を
含
む
作
品
を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
難
し
く
、
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
の
授
業
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
は
『
平
家
物
語
』
に

「
物
語
」
と
し
て
向
き
合
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
互
い
の
経
験
と
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
協
同
し
て
物
語
世
界
と
向
か
い
合
う
生
徒
た
ち
の
姿
に
、「
読
む
」

こ
と
の
意
義
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　
本
校
初
め
て
の
高
大
遠
隔
授
業
実
施
と
い
う
こ
と
で
小
中
学
校
の
先
生
方
、

大
阪
教
育
大
学
附
属
学
校
課
・
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
、
国
際
セ
ン
タ
ー
、
教
育

学
部
教
養
学
科
情
報
科
学
科
、
お
よ
び
教
育
学
部
教
員
養
成
課
程
大
学
院
教
育

学
専
攻
科
国
語
教
育
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
授
業
実
践
報
告
を
大
阪
教
育
大
学

W
eb

 
  

に
も
掲
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
研
究
学
会
・
研
究
協
議
会
で
発
表
の

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
、
今
後
と
も
力
を
育
む

授
業
構
築
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
築
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
考
引
用
文
献

馬
淵
和
夫
編
集
『
国
語
総
合
　
古
典
編
』（
大
修
館
書
店
　
平
成
　
年
）

２４

─　　─３８２



馬
淵
和
夫
編
集
『
古
典
１
　
改
訂
版
』（
大
修
館
書
店
　
平
成
　
年
）

２４

吉
田
賢
抗
著
『
新
釈
漢
文
体
系
　
史
記
二
（
本
紀
）』（
明
治
書
院
　
平
成
　
年
）

２１

鎌
田
正
監
修
『
漢
文
名
作
選
　
２
歴
史
』（
大
修
館
書
店
　
昭
和
　
年
）

５９

山
本
昭
著
『
漢
文
の
教
材
研
究
　
第
三
冊
　
史
伝
篇
（
二
）』（
溪
水
社
　
平
成

　
年
）

１０
市
古
貞
次
校
注
・
訳
『
平
家
物
語
②
』（
小
学
館
　
１
９
９
４
年
）

高
橋
貞
一
編
『
校
定
平
家
物
語
百
二
十
句
本
』（
思
文
閣
出
版
　
１
９
７
３
年
　１０

月
）

和
辻
哲
郎
著
『
風
土
─
人
間
学
的
考
察
─
』（
岩
波
文
庫
　
１
９
７
９
年
５
月
）

新
渡
戸
稲
造
著
『
武
士
道
』（
岩
波
文
庫
　
１
９
３
８
年
　
月
）

１０

堀
内
秀
晃
・
秋
山
虔
著
『
日
本
古
典
文
学
大
系
〈
第
９
〉
竹
取
物
語
・
伊
勢
物

語
・
大
和
物
語
』（
岩
波
書
店
１
９
５
７
年
）

（
大
阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
池
田
校
舎
）
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資
料
④
　
授
業
案

大
学
と
の
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
授
業
の
展
開

展
開 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆
話
す
・
聞
く
　
★
書
く
　
◎
読
む
　
※
見
る
・
感
じ
る
　
□
知
識
・
理
解

学
習
過
程

前
時
の
振
り
返
り
と
本
時

の
確
認
。

登
場
人
物
に
対
す
る
説
明

と
感
想
を
発
表
す
る
。

第
三
者
の
意
見
を
加
え
、

互
い
の
意
見
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
よ
り
詳
し
く
捉

え
直
す
。（
そ
の
一
）

異
な
る
作
品
の
類
似
す
る

場
面
に
触
れ
、
対
比
を
確

認
す
る
。

登
場
人
物
の
言
葉
と
そ
れ

を
受
け
た
人
物
の
行
動
を

取
り
上
げ
、
登
場
人
物
そ

れ
ぞ
れ
の
想
い
を
読
み
と

る
。

第
三
者
の
意
見
を
加
え
、

互
い
の
意
見
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
よ
り
詳
し
く
捉

え
直
す
。（
そ
の
二
）

本
時
の
活
動
の
振
り
返
り
。

学
習
活
動
お
よ
び
内
容

○『
木
曾
の
最
期
』
と
『
項
王
の
最
期
』
の
内
容
を
振
り
返

る
。

○
教
室
内
で
互
い
に
『
木
曾
の
最
期
』
の
主
要
な
登
場
人

物
で
あ
る
「
木
曾
義
仲
」「
今
井
四
郎
兼
平
」「
巴
」
の

人
物
像
を
説
明
し
感
想
を
述
べ
、
自
分
の
意
見
と
相
手

の
意
見
を
比
べ
る
。

○
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、「
木
曾
義
仲
」「
今
井

四
郎
兼
平
」「
巴
」
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
か
ら
の
意
見

を
加
え
相
互
に
意
見
交
流
を
す
る
。

○
最
期
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
「
木
曾
義
仲
」
と

「
巴
」
の
言
葉
や
別
れ
と
、『
項
王
の
最
期
』
で
最
期
の

時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
「
項
王
」
と
「
虞
」
の
言

葉
や
結
末
を
比
較
し
、
意
見
を
述
べ
る
。

○『
木
曾
の
最
期
』
中
、
義
仲
の
「
お
の
れ
は
、
疾
う
疾
う
、

女
な
れ
ば
い
づ
ち
へ
も
行
け
。」
の
言
葉
の
真
意
を
考
え

る
。
ま
た
、
そ
れ
を
言
わ
れ
た
巴
が
な
ぜ
「
最
期
の
い

く
さ
し
て
見
せ
奉
ら
ん
」
と
考
え
実
行
し
た
か
を
グ

ル
ー
プ
で
考
え
、
ま
と
め
た
意
見
を
全
体
に
述
べ
る
。

○
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、「
木
曾
義
仲
」「
巴
」

の
別
れ
の
場
面
で
の
心
情
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
か
ら

の
意
見
を
加
え
、
相
互
に
意
見
交
流
を
す
る
。

○
交
流
に
よ
っ
て
得
た
新
し
い
物
事
の
捉
え
方
や
、
本
時

の
自
分
の
考
え
の
変
遷
を
確
認
す
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

記
入
。

指
導
上
の
留
意
点

○
既
習
の
物
語
の
概
略
を
押
さ
え
さ
せ
る
。

○
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
や
行
動
の
違
い

が
分
か
る
よ
う
に
簡
潔
に
ま
と
め
、
感
想
を
述

べ
さ
せ
る
。

○
物
事
を
多
面
的
に
見
、
新
し
い
価
値
観
に
気
づ

か
せ
、
自
分
の
意
見
を
見
直
さ
せ
る
。

○
明
確
な
対
比
点
を
見
出
し
、
自
分
の
考
え
を
客

観
的
に
分
か
り
や
す
く
発
表
さ
せ
る
。

○
登
場
人
物
の
心
理
の
変
化
や
、
行
動
の
理
由
を

読
み
取
り
考
え
さ
せ
る
。

○
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
込

み
つ
つ
意
見
を
ま
と
め
る
。

○
対
比
的
な
意
見
の
勝
ち
負
け
で
は
な
く
、
一
人

一
人
に
、
自
分
と
他
者
の
意
見
を
客
観
的
に
把

握
さ
せ
る
。

○
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
の
共
有
に
よ
っ
て
意
見
の
幅

が
ど
う
変
化
し
た
か
考
え
さ
せ
、
話
し
合
い
の

意
義
を
振
り
返
ら
せ
る
。

評
価
の
観
点

◎『
木
曾
の
最
期
』
全
体
の
流
れ
を
理
解
し
、

比
較
読
み
し
た
『
項
王
の
最
期
』
の
類
似

点
と
相
違
点
を
把
握
し
て
い
る
か
。

☆
説
得
力
の
あ
る
説
明
を
行
っ
た
か
。

☆
意
見
の
違
い
と
な
る
根
拠
を
正
確
に
把
握

し
た
か
。

※
異
な
る
価
値
観
へ
の
気
づ
き
に
意
義
を
見

い
だ
し
、
他
者
の
価
値
観
を
自
分
の
判
断

に
加
え
た
か
。（
そ
の
一
）

◎
類
似
し
た
場
面
に
お
け
る
対
比
的
な
行
動

を
、
正
確
に
読
み
取
っ
た
か
。

☆
比
較
か
ら
読
み
取
っ
た
内
容
や
感
じ
た
意

見
を
、
他
者
と
論
理
的
に
伝
え
合
っ
た
か
。

□
文
法
や
語
彙
に
基
づ
い
て
文
章
を
正
確
に

読
解
し
た
か
。

★
自
分
の
考
察
を
言
葉
で
説
明
し
た
か
。

☆
多
様
な
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
自
分

自
身
と
自
分
に
関
わ
る
集
団
の
考
え
を
深

め
た
か
。

※
異
な
る
価
値
観
へ
の
気
づ
き
に
意
義
を
見

い
だ
し
、
他
者
の
価
値
観
を
自
分
の
判
断

に
加
え
た
か
。（
そ
の
二
）

◎『
木
曾
の
最
期
』
の
登
場
人
物
「
木
曾
義

仲
」「
巴
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
か
。

※
交
流
に
よ
っ
て
、
幅
広
い
思
考
方
法
を
考

察
し
た
か
。
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操作機器 遠隔授業システムを用いた授業風景 

プロジェクター 操作パネル

正面モニター 中央モニター
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